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空と大地と人がつながるウェルビーイングタウン

（７） （第三種郵便物認可）２０２０年（令和２年）３月２６日　（木曜日）

　立飛ホールディングスが、東京都立川市のＪＲ立川駅北側約．㌶を対象に開発を進めてきた新
しい街区「GREEN　SPRINGS（グリーンスプリングス）」が竣工した。心身ともに健康的で心地
よい、人間らしい暮らしへのニーズがますます高まるとの考えから設定した、新しい街のコンセプ
トは「空と大地と人がつながる、ウェルビーイングタウン」。街区の中央に創出した約１㌶に及ぶ
広場を囲むように、建物内外がつながる多摩地区最大規模となる約，席、スタンディング時は

約，人の次世代型ホール「TACHIKAWA　STAGE　GARDEN」、新たに掘削した温泉水を使
ったインフィニティプールが特徴の「SORANO　HOTEL」、〝まちの縁側〟をコンセプトに軒天
井に多摩産材を積極活用した商業施設、多様なワークスタイルを叶える次世代型オフィス、子ども
から大人まで楽しめる複合文化施設などで構成する。年先を見据えた大規模複合開発プロジェ
クトは、４月から順次開業し、多摩地域から東京、日本、そして世界に向けて飛び立つ。

　「WELL-BEING（ウェルビーイング）」　心と体が健康的で、心地よい状態のこと。自然を楽しみ、
豊かな感性を育み、心地よく働けること。効率やスピードを追求するのではなく、自分の心と体、そして
自分たちの生きる社会のしあわせを大切にするライフスタイル。

　「GREEN　SPRINGS」　GREENは、「みどり地区」のアイデンティティー。また、緑豊かな多摩・立
川の土地の魅力をストレートに表現。SPRINGSは、「泉」多摩川を中心に水に恵まれた豊かな土地と、
街区内に設けた水辺を表現。「春」の意味もあり、全体的に「健康」で心地よい街というイメージ。

新街区全景

　私たち「立飛グルー
プ」は、大正（）
年に創立した「立川飛
行機」を前身とする会
社を中核としていま
す。終戦後、所有不動産
が接収されましたが、
昭和（）年の全面
返還後は不動産賃貸業
を中心に展開してお
り、これまで時代のニ
ーズに合わせて事業内容を変化させてきました。
ただ、ここ立川を昭和５（）年以降一貫して事
業の中心地としており、この点はこれからも不変
だと思っています。
　私たちが所有する土地の面積は、立川市の約
分の１に及んでいます。私たちはこの土地を「社
会的資本財」と考えており、その所有する責任と
して、地域に貢献する使命があると認識している
のです。
　不動産賃貸事業における通常のセオリーでは、
「投資においてはできるだけ高い賃料で貸すこと

が可能な床を建設すること」とされますが、私た
ちはこの地に広大な土地を所有することから、よ
り広い視野でものごとを捉え、これと異なるアプ
ローチもあり得ると考えるのです。すなわち、
「心が豊かになるような環境」を創造することに
より、地域の魅力が増し、人々が訪れたい、住み
たいと憧れるまちになり、延いては当該開発物件
の周辺で私たちが所有する不動産の価値に反映さ
れてくると考えております。
　「GREEN　SPRINGS」では、「心が豊かになる
ような環境」を「ウェルビーイング」と定義し、こ
れを創造していくことを目指します。すなわち、音
楽だけでなく様々なエンターテインメントに適し
たホール「TACHIKAWA　STAGE　GARDEN」
や、「ウェルビーイング」な過ごし方を提案する
ホテル「SORANO　HOTEL」を始め、様々なコ
ンテンツを自主事業として展開する計画です。
　私たちのこのような取り組みは、これからの社
会のニーズに対応するものであると信じておりま
す。「GREEN　SPRINGS」の開業により、立川を中
心とした地域が持続的に活力に溢れ、末永く皆さ
まに愛されるまちとなることを願っております。
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め
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て
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る
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ク
ト
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す
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の
多
く
の
思
い
を

施
工
者
と
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て
よ
り
現
実
の
形
に
反

映
す
る
よ
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努
め
ま
し
た

工
期
内
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完
成
さ
せ
る
た
め
に
は

綿
密
な

工
事
計
画
と
タ
イ
ム
リ

な

モ
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決
め
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重
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し
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係
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皆
さ
ま
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協

力
で
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事
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工
を
迎
え
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こ
と
が
で
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し
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プ
ロ
ジ
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ト
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し
た
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現
場
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進
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す
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た
め
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搬
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工
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地
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大
林
組
工
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ま
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︵
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フ
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商
業
施
設
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な
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︶
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７
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２
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﹃
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﹄
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い
る

こ
と
が
特
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仕
事
量
が
膨
大
で
あ

た
た
め
早
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着
手
が
必
要
で
し
た
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建
物
配
置

上
工
程
の
最
後
に
施
工
せ
ざ
る
を
得

ず
工
程
調
整
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苦
慮
し
ま
し
た


　
ま
た

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
ホ
テ
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な
ど
各
棟
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も
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工
難
易
度
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高

く

関
係
者
と
の
調
整
・
施
工
図
面

作
成
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含
め
て
か
な
り
苦
労
し
ま
し

た


　
品
質
的
に
は
ホ
テ
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ほ
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各
種
防
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工
事
が
非
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多
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た
の
で

漏
水
対
策
を
重
点
管
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標
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掲
げ

納
ま
り
の
決
定
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現
場
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工
管
理
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底
し
ま
し
た
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め
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し
た
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﹁
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﹂
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﹁
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﹂
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６
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ま
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ら
れ
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ト
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卓
氏
︵
ス

タ
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オ
タ
ク
シ
ミ

ズ
︶
と
平
賀
達
也
氏

︵
ラ
ン
ド
ス
ケ

プ
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プ
ラ
ス
︶
の
２
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始
ま
り

ホ

ル
コ
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ア
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ワ

ク
シ


プ

オ
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ス
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淳
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氏
︵
Ｇ
Ｏ
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Ｄ
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Ｉ
Ｍ
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テ
ル
デ
ザ
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グ
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ル
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コ
ラ
氏
︵
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︶


照
明
デ
ザ
イ
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に
東
海
林
弘
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氏
︵
ラ
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ト
デ
ザ
イ
ン
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サ
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ン
デ
ザ
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に
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井
原
理
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理
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デ
ザ
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ど
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常
に
多
く
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ン
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働

に
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い
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プ
レ

ヤ
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役
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責
任

範
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ど
の
フ


ズ
で
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て
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た
だ
く
の
が
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ス
ト
な
の
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な
ど
参
画
プ
ロ

セ
ス
・
仕
組
み
作
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関
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せ
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た
だ
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ま
し
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本
計
画
の
特
徴
の
１
つ
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区

一
体
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発
で
あ
り
な
が
ら

立
飛
Ａ
３
地
区
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山
下
設
計
の
単
独
設
計

立
飛
Ａ
２
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は
山
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設
計
＋
大
林
組
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設
計
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Ｖ

そ
し
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多
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信
用
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店
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清
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建
設
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工
と

設
計
者
も
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工
者
も
混
在
し
て

い
る
と
い
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こ
れ
は
発
注
者
が
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飛
Ｈ
Ｄ
と
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摩
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金
庫
の
２
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い
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と
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ほ
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時
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的
な
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約
の
な
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す
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メ
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ま
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展
示
場


ま
た
は
美
術
館
の
い
ず
れ
か
に
制
限
さ
れ
て

い
た
た
め

早
い
段
階
で
用
途
は
確
定
し
ま

し
た

そ
の
た
め
基
本
・
実
施
設
計
期
間
と

通
常
の
工
事
発
注
に
掛
か
る
期
間
を
確
保
で

き
た
た
め

設
計
・
施
工
分
離
で
の
発
注
と

し
ま
し
た

し
か
し

Ａ
２
地
区
に
関
し
て

は
２
０
１
８
年
２
月
の
着
工
が
約
１
年
後
に

迫
る
な
か
で

用
途
確
定
に
向
け
た
企
画
検

討
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
し
た

そ
こ
で
企

画
検
討
や
設
計
に
要
す
時
間
を
確
保
し
つ

つ

発
注
者
よ
り
求
め
ら
れ
た
工
事
着
工
期

日
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
手
法
と
し
て


設
計
事
務
所
と
ゼ
ネ
コ
ン
の
設
計
Ｊ
Ｖ
を
前

提
と
し
た
プ
ロ
ポ

ザ
ル
を
実
施
し
ま
し

た

プ
ロ
ポ

ザ
ル
期
間
中
も
設
計
検
討
を

進
め

設
計
段
階
へ
シ

ム
レ
ス
に
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た


　
そ
の
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で
大
林
組
に
決
定
し

ま
し
た
が

大
林
組
の
提
案
と
し
て
最
も
評

価
し
た
点
が

Ａ
２
地
区
を
北
と
南
に
工
区

分
け
し

低
層
建
物
が
主
と
な
る
北
工
区
に

関
し
て
は
後
工
区
と
し

実
質
的
な
着
工
を

全
体
着
工
か
ら
約
半
年
遅
ら
せ
る
こ
と
で


構
造
躯
体
も
含
め
現
場
段
階
で
計
画
変
更
を

可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た


　
大
林
組
の
提
案
に
よ
り

わ
れ
わ
れ
が
当

初
見
込
ん
だ
以
上
の
検
討
期
間
が
確
保
で
き

ま
し
た

こ
れ
に
よ
り

設
計
者
と
し
て
事

業
者

コ
ン
サ
ル

デ
ザ
イ
ナ

の
方
々
と

よ
り
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ソ
フ
ト


ハ

ド
と
も
に
非
常
に
密
度
の
高
い
建
築
が

で
き
た
と
思

て
お
り
ま
す

文
末
に
な
り

ま
す
が

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
ジ


ク
ト
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に

つ
い
て

関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す


　
山
下
設
計
　
取
締
役
執
行
役
員

　
ソ
リ


シ

ン
本
部
長
　
　
岸
川
聡
史

　
ソ
リ


シ

ン
本
部
副
本
部
長

　
プ
ロ
ジ

ク
ト
推
進
部
門
副
部
門
長

門
田
哲
也

多
摩
地
区
最
大
規
模
の
多
機
能
ホ

ル
︵
左
︶

街
区
と
ホ

ル
屋
上
を
つ
な
ぐ
長
さ
約
１
２
０

に
及
ぶ

階
段
状
の
水
景
施
設
﹁
カ
ス
ケ

ド
﹂
は

か
つ
て
こ
の
地
に
あ

た
飛
行
場
の

滑
走
路

を
モ
チ

フ

に
し

﹁
空
と
大
地
と
人
が
つ
な
が
る
﹂
と
い
う
街
区
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
し
て
い
る

最
上
階

階
に
温
泉
水
を
利
用
し
た
全
長


の
イ
ン
フ

ニ
テ

プ

ル

全
客
室


平
方

以
上
・
バ
ル
コ
ニ

付
き
の

ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
ホ
テ
ル


街区中央にある約１万㎡の広大な広場。オフィス利用者や来街者の憩いの場になるほか、さまざまなイベントの開催を通して、人とまちをつなぐ重要な役割を果たす

　グリーンスプリングスは都
心にはないポテンシャルを持
ち郊外新モデルとなる開発ビ
ジョンが適った建築環境で
す。将来のライフスタイルを
改良するプロジェクト全体の

コンセンプト「WELL-BEING　TOWN」に基
づいたアーキテクチャーは自然の治癒力や環境
とのバランスを生かす構成を優先しました。
　敷地の特徴、昭和記念公園の豊かな自然と立
川北口のアーバンファブリックが重なることか
らデザインのコンセプトとして「まちの縁側」を
掲げました。東京都最大の国営公園と新型郊外
のライフスタイルがあらわすデザインを発信し
ます。かかわる造形、素材や空間構成は全てコ
ンセプトに答えるようにフォーカスしてきまし
た。
　８つの建物はそれぞれの機能、スケールや配

置に応じて計画して、内外環境が共生するボー
ダーレスな空間に造形しています。従って躯体
の存在が超越する透過性が高いスペースを打上
げることで広いコンテンツが無限に体験できま
す。
　マテリアルの１つにローカルの木材、多摩産
材を屋根の軒下に使用することで永続する地域
の好循環が作動しサスティナブルな環境が再生
されます。
　全体コンセプト、デザインコンセプトを踏襲
したＤＮＡはプロジェクト全体のあらゆる部分
に浸透し、立川の地に新たな生活の提案を出し
続けてくれることを願います。
　事業主の立飛ホールディングスは飛行機の製
造を通じて空を意識する約年の歴史があり
ました。グリーンスプリングスの縁側から、そ
の軒下から見上げる空はまさにキャプチャーさ
れたようで次の年を目指していくに相応し
い光景となるでしょう。
　スタジオタクシミズ　代表取締役　清水卓

　立川のさらなる発展を担う扇の
要にグリーンスプリングスが完成
しました。新たな街を象徴する広
場には、立飛グループの伝統と未
来が交差する「Ｘ」の街路があり
ます。このデザインは、かつてこ

の地にあった滑走路から飛行機が離発着する角度を
モチーフにしています。そして、飛行機の針路が、
南北軸・東西軸・鉛直軸の３軸によって導かれるよ
うに、グリーンスプリングスのビジョンを、以下に
掲げる歴史軸・未来軸・文化軸の３軸によって導き
だしています。
　１　関東の中枢で世界と日本をつないできた立飛
の歴史軸とは、かつての滑走路が描いた南北方向の
広域を見据えた連携の軸です。日本最高峰の技術を
誇った飛行機づくりの精神を継承し、国内外の誰も
が憧れる世界最高峰の街づくりを創造します。
　２　多摩の中核で都市と自然をつなぎなおす立飛
の未来軸とは、都心部と多摩地区をつなぐ東西方向
の東京都全域を包含する軸です。東京の発展を支え

てきた多摩の自然資源を利活用し、持続可能な地域
の価値を東京へ、そして日本へと発信します。
　３　立川の中心で大空や大地とつながれる立飛の
文化軸とは、広大な空のもとで天と地を感じられる
鉛直方向の精神的支柱となる軸です。緑・水・光に
溢れた街づくりによって、心とからだが喜ぶウェル
ビーイングなライフスタイルを提供します。
　これら３つの軸を重ね合わせ、歴史に培われた伝
統を大地に、未来に向けた飛躍を大空に託し、豊か
な空間と時間が交差するランドスケープを、圧倒的
な緑と水のつながりで表現しました。「Ｘ」の街路
の延長線上にある「カスケード」は、空に飛び立つ
浮遊感を想起させ、この街を訪れる人々のこころに、
かつてない開放感や昂揚感をもたらしてくれること
でしょう。そんな誰も見たことのない唯一無二の街
づくりに、夢と志を持って関わらせていただいたこ
とをマスターデザイナーの一人として誇りに思いま
す。そして、私たちの提案を信じて、最後まで寄り
添い続けてくださった立飛グループ関係者の皆さま
に、この場をお借りして心よりお礼を申し上げます。
　　　　ランドスケープ・プラス

　代表取締役　平賀達也

広場側からのホテル外観 　　　　　　　ホール内。２階席の後方を開放し屋内ステージと屋外ステージをつなげることで、屋内外を一体利用できる。エントランス



広
大
な
広
場
を
囲
む
多
様
な
施
設

事
業
の
概
要

次代のウェルビーイングフィールドへ

工事概要

（１０）（第三種郵便物認可） ２０２０年（令和２年）３月２６日　（木曜日）

　
立
川
駅
北
口
近
く
に
あ
る
約
１
万

２
０
０
０
坪
の
国
有
地

﹁
こ
こ
に

入
札
す
る
﹂

立
飛
ホ

ル
デ

ン

グ
ス
社
長
の
村
山
が
そ
う
言
い
出
し

た
の
は
２
０
１
４
年
で
し
た

立
飛

ホ

ル
デ

ン
グ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ザ


の
会
計
士
で
あ
る
私
は

入
札
額

の
調
整
と
い
う
役
割
で
準
備
に
関
わ

り

実
際
に
関
東
財
務
局
に
札
入
れ

に
も
行
き
ま
し
た

そ
し
て

年
の

は
じ
め

い
く
ら
か
の
驚
き
と

大

き
な
喜
び
を
伴

て
落
札
す
る
こ
と

が
叶
い
ま
し
た
が
そ
れ
は
広
大
な

敷
地
で
ゼ
ロ
ベ

ス
の
開
発

い
く

つ
か
の
厳
し
い
規
制

デ

ベ
ロ


パ

と
し
て
の
経
験
の
欠
如
な
ど
に

よ
る

い
わ
ゆ
る
生
み
の
苦
し
み
の

ス
タ

ト
地
点
で
も
あ
り
ま
し
た


　
都
心
の
開
発
と
は
差
別
化
さ
れ
て

い
る
べ
き
だ

ろ
う
と
か


立
川
の
ポ
テ

ン
シ

ル
が

生
か
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
と
か

大
雑
把
な
ベ
ク

ト
ル
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で

も
﹁
具
体
的
に
何
を
造
る
の
か
？
﹂

の
命
題
に
答
え
を
出
す
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た


　
事
実
上

土
地
取
得
か
ら
３
年
以

内
と
な
る

年
２
月
の
着
工
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り

手
を
こ
ま
ね
い

て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で


と
り
あ
え
ず
は
こ
の
開
発
を
行
う
た

め
の
会
社
を
設
立
す
る
提
案
と
と
も

に

村
山
に
﹁
開
発
責
任
者
に
は
誰

を
据
え
ま
す
か
？
﹂
と
聞
い
た
と
こ

ろ
﹁
君
に
任
せ
よ
う
と
思
う
﹂
と
い

う
言
葉
を
頂
い
た
こ
と
で

こ
の
開

発
案
件
に
お
け
る
私
の
立
場
が
決
ま

り
ま
し
た


　
数
年
来
付
き
合
い
が
あ

た
デ
ザ

イ
ナ

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち

や

新
し
く
参
画
し
て
き
た
メ
ン
バ


た
ち
と
も
時
間
を
か
け
て
何
度
も

デ

ス
カ

シ

ン
し
ま
し
た

コ

ン
テ
ン
ツ
を
設
定
す
る
に
あ
た

て

は

投
資
と
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

逆
算
し
な
い
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た

こ
れ
は
村
山
か
ら
﹁
振
り
子
を

振
り
切

て
や

て
く
れ
﹂
と
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

フ

イ

ナ
ン
ス
的
な
予
定
調
和
か
ら
新
し
い

も
の
は
生
ま
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら

で
す

右
往
左
往
し
な
が
ら
悩
ん
だ

末
に

①
音
楽
を
中
心
と
し
た
エ
ン

タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
装
置
と
し
て
の

ホ

ル
②
新
し
い
時
代
の
過
ご
し
方

を
テ

マ
に
据
え
た
ホ
テ
ル
③
買
い

物
を
し
な
く
て
も
来
た
く
な
る
よ
う

な
商
業
空
間
④
自
然
と
近
い
ワ

ク

フ


ル
ド
オ
フ

ス

と
い

た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
設
定
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た


　
そ
し
て
２
０
２
０
年

時
が
進
む

に
つ
れ
て

毎
日
の
よ
う
に
生
じ
る

難
題
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も

多

く
の
関
係
者
に
支
え
ら
れ
て

ど
う

に
か
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た

私
た
ち
が
生
み
出
し
た

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
が

次
の
時
代
の
ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
フ



ル
ド
と
し
て
世
界
に
注
目
さ
れ

る
こ
と
を
願

て
い
ま
す


　
　
立
飛
ス
ト
ラ
テ
ジ

ラ
ボ

　
執
行
役
員
　
横
山
　
友
之

次世代型オフィス。各会社に専用使用できるテラスを完備。空と緑が心地よい環境で、
健康的でクリエイティブな働き方を実現する

ショップ・レストラン。緑と水があふれる広場を中心にした、開放的なショッピング空間。
まち歩きの楽しさと、心地よい体験を届ける

オフィス基準階

街区名称ＧＲＥＥＮ　ＳＰＲＩＮＧＳ
建築主株式会社立飛ホールディングス
事業協力者多摩信用金庫
〈Ａ２地区〉
工事名称（仮称）立飛みどり地区プロジ
ェクトＡ２地区新築工事
建設地東京都立川市緑町３番１
設計山下設計・大林組設計共同企業体
監理株式会社山下設計
施工株式会社大林組
用途事務所・飲食店・ホテル・物品店舗
・サービス店舗・保育所・自動車車庫・駐
車場台数台、駐輪場総台数台（自転
車台、バイク台）
構造Ｓ・ＲＣ・ＣＦＴ造

階数地下１階地上階建て
延床面積６万，．平方㍍
建築面積２万，．平方㍍
最高高さ．㍍
敷地面積２万，．平方㍍
工期年２月日年２月日
〈Ａ３地区〉
工事名称（仮称）立飛みどり地区プロジ
ェクトＡ３地区新築工事
建設地東京都立川市緑町３番３
設計・監理株式会社山下設計
施工株式会社大林組
用途劇場（座席数，席）
構造ＳＲＣ・Ｓ造
階数４階建て
延床面積１万，．平方㍍
建築面積，．平方㍍

最高高さ．㍍
敷地面積１万，．平方㍍
工期年２月８日年２月日

招待作家・中村哲也氏の作
品「上昇輝竜」。街区内に
は、パブリックアートを複
数整備

ミュージアム・レストラン、
キッズパーク、保育園。ミ
ュージアムとプレイパーク
を核とする「ＰＬＡＹ！」
は、子どもから大人まで遊
べる複合文化施設
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